
毎
週　

月
･
水
･
金
曜
日
発
行

　
　

告　
　

示

○
漁
船
保
険
義
務
加
入
の
同
意
の
承
認　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
漁　

政　

課
）　

一

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

一

○
自
動
車
の
交
通
量
が
き
わ
め
て
少
な
い
道
路
の
指
定
の
廃
止　
　
　
　
　
　
　

（
道
路
維
持
課
）　

一

○
特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条

　

第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
電
子
計
算
機
の
指
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
環
境
保
全
課
）　

二

　
　

公　
　

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
県
民
生
活
総
室
）　

二

○
土
地
改
良
区
清
算
人
の
退
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
村
計
画
課
）　

二

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
対
策
サ
ー
バ
の
賃
借
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
企
画
課
）　

三

○
争
議
行
為
の
予
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
労
働
雇
用
課
）　

四

　
　

登　

載　

依　

頼

○
く
ま
も
と
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
実
行
推
進
協
議
会
の
会
議
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
く
ま
も
と
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
実
行
推
進
協
議
会
）　

四

○
平
成
十
三
年
度
第
四
次
定
期
監
査
結
果　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
監
査
委
員
）　

五

○
平
成
十
二
年
度
行
政
監
査
結
果
に
基
づ
く
改
善
措
置
の
公
表　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

八

○
平
成
十
三
年
度
行
政
監
査
結
果　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
一
〇

熊
本
県
告
示
第
二
百
十
六
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
二
条
の

二
第
二
項
及
び
漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
農
林
省
令
第
十
八
号
。
以
下
「
省
令
」

と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
法
第

百
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
。

　

な
お
、
平
成
十
年
三
月
二
十
三
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
二
十
号
で
公
示
し
た
次
の
加
入
区
の
指
定
漁
船

を
普
通
損
害
保
険
に
付
す
べ
き
義
務
は
、
法
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
四

年
三
月
二
十
二
日
限
り
消
滅
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
及
び
省
令
第
二
十
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
公
示

す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

二
見
加
入
区

熊
本
県
告
示
第
二
百
十
七
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
二
条
の

二
第
二
項
及
び
漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
農
林
省
令
第
十
八
号
。
以
下
「
省
令
」

と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
法
第

百
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
。

　

な
お
、
平
成
十
年
三
月
二
十
三
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
十
九
号
で
公
示
し
た
次
の
加
入
区
の
指
定
漁
船

を
普
通
損
害
保
険
に
付
す
べ
き
義
務
は
、
法
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
四

年
三
月
二
十
二
日
限
り
消
滅
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
及
び
省
令
第
二
十
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
公
示

す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

網
田
加
入
区

熊
本
県
告
示
第
二
百
十
八
号

　

昭
和
三
十
九
年
四
月
七
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
五
号
（
自
動
車
の
交
通
量
が
き
わ
め
て
少
な
い
道
路
の

指
定
）
及
び
昭
和
三
十
九
年
四
月
七
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
六
号
（
自
動
車
の
交
通
量
が
き
わ
め
て
少
な
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目　
　

次 

告　
　
　
　

示



い
道
路
の
指
定
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
告
示
第
二
百
十
九
号

　

特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一

年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定
す
る
電
子
計
算
機
を

次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　
　
　

特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条

　
　
　

第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
熊
本
県
知
事
の
指
定
す
る
電
子
計
算
機
を
定
め
る
件

　

特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
七

項
に
規
定
す
る
熊
本
県
知
事
の
指
定
す
る
電
子
計
算
機
と
は
、
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構

に
設
置
さ
れ
る
熊
本
県
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
す
る
。

熊
本
県
公
告
第
百
八
十
八
号

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十

年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

申
請
年
月
日

　
　

平
成
十
四
年
三
月
四
日

二　

名
称

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
熊
本
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

三　

代
表
者
の
氏
名

　
　

坂
田
穗
積

四　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　
　

熊
本
市
御
幸
笛
田
二
丁
目
十
七
番
七
号

五　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

　
　

こ
の
法
人
は
、
熊
本
市
及
び
近
郊
の
住
民
に
対
し
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
健
康
で
さ
わ
や
か

　

な
心
身
を
堅
持
し
、
数
多
く
の
友
人
と
出
会
い
、
友
好
の
輪
を
広
げ
、
楽
し
い
人
生
を
構
築
し
生
涯
ス

　

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
広
く
紹
介
し
、
普
及
振
興
を
図
る
事
を
目

　

的
と
す
る
。

熊
本
県
公
告
第
百
八
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、土
地
改
良
区
の
清
算
人
の
退
任
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公

告
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

土
地
改
良
区
の
名
称

　
　

津
奈
木
土
地
改
良
区

二　

退
任
清
算
人

平成14年 3月22日　金曜 熊 本 県 公 報 第 1  0  8  1  5号 2

公　
　
　
　

告

氏　
　
　

名

西　

川　
　
　

裕

齋　

籐　

宗　

三

石　

田　

重　

治

浦　

口　
　
　

齋

�
　

迫　

猛　

志

竹　

永　

純　

雄

川　

野　

又　

男

斎　

藤　

行　

光

門　
�
　

敬　

一

林　

田　

重　

輝

森　

山　

修　

一

岩　
�
　

博　

文

長　

濱　

生　

幸

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
岩
城
二
一
三
九
番
地

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
津
奈
木
一
三
四
六
番
地

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
小
津
奈
木
八
六
〇
番
地

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
岩
城
二
〇
六
三
番
地

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
岩
城
二
九
六
一
番
地

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
津
奈
木
四
一
四
番
地
の
一

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
津
奈
木
一
三
四
三
番
地
の
二

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
千
代
八
九
七
番
地
の
一

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
千
代
五
七
七
番
地

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
福
浜
一
六
五
四
番
地

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
福
浜
二
一
八
五
番
地
の
一

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
福
浜
六
九
一
番
地
の
一

葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
福
浜
三
四
八
七
番
地
の
一



熊
本
県
公
告
第
百
九
十
号

　

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

件
名　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
対
策
サ
ー
バ
の
賃
借

　

２　

借
入
物
品
及
び
数
量　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
対
策
サ
ー
バ　

一
式

　

３　

借
入
物
品
の
規
格
及
び
品
質
等　

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

　

４　

借
入
期
間　

平
成
十
四
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　

５　

納
入
期
限　

平
成
十
四
年
四
月
三
十
日

　

６　

納
入
場
所　

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

　

７　

入
札
方
法

　
　
　
　

入
札
金
額
は
、
賃
貸
借
に
係
る
一
か
月
当
た
り
の
金
額
で
行
う
。
見
積
り
に
当
た
っ
て
は
四
十

（一）

　
　
　

七
月
賃
借
料
率
で
計
算
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相

（二）

　
　
　

当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額

　
　
　

を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び

　
　
　

地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
見
積
も
っ

　
　
　

た
契
約
希
望
金
額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

入
札
説
明
書
及
び
要
求
仕
様
書
に
特
段
の
定
め
が
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
競
争
入
札

（三）

　
　
　

心
得
（
昭
和
三
十
九
年
熊
本
県
告
示
第
四
百
二
十
号
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
　

入
札
書
は
入
札
説
明
書
に
示
す
様
式
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
。

（四）

二　

入
札
参
加
資
格

　
　

平
成
十
三
年
二
月
二
十
三
日
熊
本
県
告
示
第
百
四
十
三
号
（
平
成
十
三
年
度
物
品
（
電
気
通
信
機
器

　

類
及
び
Ｏ
Ａ
機
器
類
）
の
借
入
れ
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
物
に
必
要
な
資
格
等
）
に
よ
る

　

資
格
審
査
に
お
い
て
、
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者

三　

入
札
に
参
加
で
き
る
者

　
　

二
に
掲
げ
る
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
者
で
、
納
入
し
よ
う
と
す
る
物
品
の
仕
様
を
示
す
書
類
を
平

　

成
十
四
年
三
月
二
十
七
日
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
に
熊
本
県
企
画
開
発
部
情
報
企
画
課
電
子
県
庁
推
進

　

班
へ
提
出
し
、
審
査
を
受
け
、
承
認
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者

四　

契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

　

１　

契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

熊
本
県
企
画
開
発
部
情
報
企
画
課
電
子
県
庁
推
進
班
（
熊
本
県
庁
行
政
棟
新
館
九
階
）

　
　
　

郵
便
番
号
八
六
二｜

八
五
七
〇　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　
　

電
話
番
号　

〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　

内
線
三
〇
八
七
、
三
〇
八
六

　

２　

入
札
説
明
書
の
交
付

　
　
　
　

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
関
係
書
類
そ
の
他
入
札
に
関
す
る
詳
細
な
事
項
は
、
入
札
説

（一）

　
　
　

明
書
に
よ
る
。

　
　
　
　

交
付
期
限
は
、
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
ま
で
と
す
る
。

（二）

　

３　

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　
　

日
時　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日　

午
後
一
時
三
十
分

（一）

　
　
　
　

場
所　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号　

熊
本
県
庁
行
政
棟
新
館
九
階　

情
報
企

（二）

　
　
　
　
　
　

画
課
内　

Ｏ
Ａ
ル
ー
ム

　

４　

入
札
書
の
提
出
方
法

　
　
　

四
の
３
記
載
の
入
札
場
所
に
持
参
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
持
参
で
き
な
い
と
き
は
、
四
の

　
　

１
記
載
の
場
所
に
入
札
前
日
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う
郵
送
（
書
留
郵
便
に
限
る
。
）
す
る
こ
と
。

五　

入
札
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称

　
　

熊
本
県
企
画
開
発
部
情
報
企
画
課
電
子
県
庁
推
進
班
（
熊
本
県
庁
行
政
棟
新
館
九
階
）

　
　

郵
便
番
号
八
六
二｜

八
五
七
〇　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　

電
話
番
号　

〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　

内
線
三
〇
八
七
、
三
〇
八
六

六　

そ
の
他

　

１　

入
札
及
び
契
約
手
続
等
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

　
　
　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
と
す
る
。

　

２　

入
札
保
証
金

　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
執
行
の
際
に
見
積
も
っ
た
一
月
当
た
り
の
額
に
借
入
月

　
　

数
（
四
十
七
月
）
を
乗
じ
た
額
の
百
分
の
五
以
上
の
金
額
を
四
の
３
記
載
の
入
札
の
日
時
ま
で
に
納

　
　

付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の　

又
は　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
入
札
保
証
金
の
納
付

（一）

（二）

　
　

が
免
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
入
札
保
証
金
以
上
の
金
額
に
つ
き
、
保
険
会
社
と
の
間
に

（一）

　
　
　

県
を
被
保
険
者
と
す
る
入
札
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
、
当
該
入
札
保
証
保
険
契
約
に
係
る
保
険

　
　
　

証
券
を
提
出
し
た
と
き
。

　
　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
過
去
二
箇
年
の
間
に
国
（
公
団
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公

（二）

　
　
　

共
団
体
と
こ
の
入
札
に
付
す
る
事
項
と
種
類
及
び
規
模
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
契
約
を
二
回
以
上
に

　
　
　

わ
た
っ
て
締
結
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
誠
実
に
履
行
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
提
出
し

　
　
　

た
と
き
（
そ
の
者
が
落
札
し
た
場
合
に
お
い
て
、
契
約
を
締
結
し
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な

　
　
　

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

　

３　

契
約
保
証
金

　
　
　

落
札
者
は
、
契
約
担
当
者
が
指
定
す
る
日
時
ま
で
に
、
契
約
金
額
に
借
入
月
数
（
四
十
七
月
）
を
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乗
じ
た
額
の
百
分
の
十
以
上
の
金
額
を
四
の
１
に
記
載
す
る
場
所
に
納
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次

　
　

の　

又
は　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
契
約
保
証
金
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
。

（一）

（二）

　
　
　
　

契
約
保
証
金
以
上
の
金
額
に
つ
き
、
保
険
会
社
と
の
間
に
県
を
被
保
険
者
と
す
る
履
行
保
証
保

（一）

　
　
　

険
契
約
を
締
結
し
、
当
該
履
行
保
証
保
険
契
約
に
係
る
保
険
証
券
を
提
出
し
た
と
き
。

　
　
　
　

過
去
二
箇
年
の
間
に
国
（
公
団
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
共
団
体
と
こ
の
入
札
に
付
す
る
事
項

（二）

　
　
　

と
種
類
及
び
規
模
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
契
約
を
二
回
以
上
に
わ
た
っ
て
締
結
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら

　
　
　

を
す
べ
て
誠
実
に
履
行
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
提
出
し
た
と
き
（
そ
の
者
が
、
契
約
を
履
行

　
　
　

し
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

　

４　

無
効
の
入
札

　
　
　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を

　
　

履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
入
札
説
明
書
に
記
載
す
る
無
効
の
入
札
に
該
当
す
る
入
札

　
　

は
、
無
効
と
す
る
。

　

５　

落
札
者
の
決
定
の
方
法

　
　
　

有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
た
者
で
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
申
込

　
　

み
を
し
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

　

６　

最
低
制
限
価
格

　
　
　

設
定
し
な
い
。

　

７　

契
約
書
作
成
の
要
否

　
　
　

要

　

８　

そ
の
他
詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

熊
本
県
公
告
第
百
九
十
一
号

　

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
健

康
保
険
病
院
労
働
組
合
八
代
総
合
病
院
支
部
支
部
長
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
十
四
日
付
け
で
次
の
と
お
り

争
議
行
為
を
行
う
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第

十
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

争
議
行
為
の
目
的

　
　

増
員
要
求
等
七
十
七
項
目
の
要
求
獲
得

二　

争
議
行
為
の
日
時

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
五
日
午
前
零
時
か
ら
本
問
題
の
解
決
に
至
る
ま
で
の
期
間

三　

争
議
行
為
の
種
類

　
　

健
康
保
険
八
代
総
合
病
院
の
全
体
あ
る
い
は
部
分
的
に
連
続
を
含
む
す
べ
て
の
業
務
の
停
止
を
は
じ

　

め
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
と
、
こ
れ
に
対
す
る
妨
害
排
除
の
た
め
の
一
切
の
争
議
行
為
を
単
独
又

　

は
併
用
し
て
行
う
。
た
だ
し
、
救
急
患
者
及
び
入
院
中
の
重
症
患
者
の
た
め
の
保
安
要
員
に
つ
い
て
は

　

配
慮
す
る
。

四　

争
議
行
為
を
行
う
場
所

　
　

健
康
保
険
八
代
総
合
病
院
施
設
の
全
職
場
及
び
そ
の
敷
地
（
八
代
市
松
江
城
町
二｜

二
六
）

く
ま
も
と
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
実
行
推
進
協
議
会
公
告
第
一
号

　

く
ま
も
と
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
実
行
推
進
協
議
会
の
会
議
を
、
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　
　

な
お
、
当
該
会
議
の
傍
聴
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　

く
ま
も
と
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
実
行
推
進
協
議
会　

会
長　

米　

澤　

和　

彦

一　

開
催
日
時

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
七
日
（
水
）

　
　

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

二　

開
催
場
所

　
　

熊
本
県
熊
本
市
東
町
四
丁
目
十
番
一
号

　
　

グ
ラ
ン
ド
肥
後　

二
階　

朝
日

三　

議
題

　
　

「
く
ま
も
と
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」
の
推
進
に
つ
い
て

　

１　

平
成
十
三
年
度
の
取
組
み
状
況
、
平
成
十
四
年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

２　

関
係
団
体
の
取
組
み
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
人

五　

傍
聴
手
続

　

１　

傍
聴
希
望
者
は
、
会
議
の
開
催
予
定
時
刻
ま
で
に
、
氏
名
、
住
所
を
記
入
し
、
事
務
局
の
指
示
に

　
　

よ
り
、
会
議
の
会
場
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２　

傍
聴
の
受
付
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
に
な
り
次
第
終
了
す
る
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号
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く
ま
も
と
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
実
行
推
進
協
議
会
事
務
局
（
熊
本
県
健
康
福
祉
部
児
童
家
庭
課
少
子

　
　

化
対
策
企
画
班
）

　
　

（
〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　

内
線
七
一
二
六
）

熊
本
県
監
査
委
員
公
告
第
三
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
三

年
十
月
十
六
日
か
ら
平
成
十
四
年
二
月
十
四
日
ま
で
の
間
に
実
施
し
た
監
査
の
結
果
を
、
同
条
第
九
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
監
査
委
員　

松　

島　

紀　

男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

白　

石　

和　

男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

山　

本　

秀　

久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

児　

玉　

文　

雄
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